






機械翻訳・一般通訳で

医療通訳は行えないのか

機械翻訳（Google 翻訳など）

機械翻訳は固有名詞、文化的背景を持つ言葉、前後の文脈を考慮する言葉に弱く、

医療関連の専門用語や「ここ」「そこ」などの指示語も適切に訳すことが難しい。

主語が必ずしも必要でなく、未来形が無いなど、そもそも日本語自体が機械翻訳に適していないとも

言えます。

一般通訳

医療通訳には専門的な知識が必要です。

体の部分や症状、薬、病気の名前などはもちろん、日々増える新たな薬品名や病名にも対応する必要が

あります。

病気やケガという状況下での通訳ミスは大きなリスクをはらんでいます。
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地方自治体の調査①

埼玉県外国人住民意識調査（2013 年 埼玉県 県民生活部 国際課）調べ

■お住まいの地域の保健所や保健センターを知っていますか■回答者の母国語

■回答者の日本語のレベル

■保健所または保健センターに行って

困ったことはありますか

■行かない理由は何ですか

　■医療に関して自由に意見を書いて下さい

在留者でも医療に関して言語の問題を抱えている。幅広い母国語での医療通訳も必要。

行き方が分かりづらいなど、医療関連施設より手前でのフォローも必要。

言語 人数 割合
中国語 109 34.80%
英語 75 24.00%
韓国・朝鮮語 21 6.70%
タガログ語 18 5.80%
インドネシア語 10 3.20%
ポルトガル語 7 2.20%
スペイン語 6 1.90%
ベトナム語 6 1.90%
ウルドゥー語 5 1.60%
日本語 4 1.30%
フィリピン語 4 1.30%
ベンガル語 4 1.30%
ロシア語 4 1.30%
アラビア語 3 1.00%
シンハラ語 3 1.00%
ドイツ語 3 1.00%
フランス語 3 1.00%
その他 24 7.70%
回答なし 4 1.30%

【その他内訳】

各 2名：

セブアノ語、タイ語、

ヒンドゥー語、

マレーシア語、

モンゴル語

各１名：

イタリア語、イボ語、

イロンゴ語、ウクライナ語、

ウイグル語、カンボジア語、

ケチュア語、スワヒリ語、

台湾語、ネパール語、

ハンガリー語、ペルシャ語、

ポーランド語、マラーティー語

レベル 人数 割合
母国語 4 1.40%
上級 53 18.00%
中級 118 40.00%
初級 89 30.20%
できない 7 2.40%
回答なし 24 8.10%

・ 病気のことを先生にうまく説明できなくて、困ったことがあります。

・ どんな薬が処方されたのかを調べることが多いので、多言語で説明等あったら

と思います。

・ 町の診療所やその他詳しい情報を英語でもっともらえたらと思います。

・ 日本語が分からない外国人は困る人が多いと思います。多言語の相談窓口は必

要だと思います。

・ スタッフの方々は、英語を使うことにパニックになってしまっています。医療

通訳サービスがもっと充実すれば、すごく助かります。

・ 健康ガイド（英語対応の出来る職員がいるセンターの情報等）を発行してもら

えたら嬉しいです。

・ 医師や看護師が外国語対応出来ない時に使える、情報が英訳された紙があった

らと思います。

知っていて、
行ったことがある

38.3%

知っているが、
行ったことはない

19.5%

知らない
42.2%

56.90%

11.80%

7.80%

16.70%

33.30%

特になし

その他

行き方が分かりづらかった

日本語で話されていることが
よく理解できなかった

日本語で書かれている表示などが
分かりづらかった

15.70%

7.80%

11.80%

11.80%

21.60%

70.60%

その他

場所が分からない

日本人ばかりで行きづらい

何をしているかよく分からない

言葉が通じない

行く必要がない
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地方自治体の調査②

埼玉県外国人住民意識調査（2015 年 埼玉県 県民生活部 国際課）調べ

■どうして行かないのですか。 ■日本の医療機関の不便な点は何ですか

■どのような医療機関に行きますか ■医療通訳の費用はいくらまでなら負担してもいいですか

（1時間あたり）

■日本で病気やけがをした時、医療機関へ行きますか

言語の問題で医療機関に行かない人も多く、行く人も英語話者や指差しシートでの対応が多い。

文化への配慮や言語の不便さを感じる人が多く、

医療通訳の自己負担に関しては 68.6% の人が 3,000 円以上自己負担して良いと考えている。

指差し会話
シートなど
がある
25.4%

英語話者が
いる

24.1%

英語以外の
母語などの
話者がいる

23.1%

その他の医
療機関
27.5%

行く
68.4%

行かない
31.6%

薬を買う
63.6%

言葉が通じ
るか不安
21.5%

怖い（料金、
治療等）
13.0%

その他
2.0%

言葉が通じない
69.2%

文化・宗教へ
の配慮が無い

11.2%

その他
19.6%

三千円
59.5%

五千円
7.6%

七千円
1.5%

無回答
31.3%
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医療機関における外国人患者の受入に係る実態調査（2017 年 11 月 厚生労働省）調べ

医療通訳の配置状況

医療通訳についての調査

医療通訳の専任・兼任の別 医療通訳の兼職

医療通訳がカバーしている時間帯

医療通訳の対応言語

医療通訳の配置自体が進んでおらず、配置している場合も事務職員や医師との兼任が多い。

時間帯も日中のみしかカバーされておらず、言語も英語に偏っている。

4.3%

6.7%

31.0%

94.9%

92.7%

67.9%

0.8%

0.5%

1.1%

全体

救急医療機関

外国人患者受入医療機関

配置している 配置していない 無回答

勤務時間帯
(日勤帯)のみ

80.3%

その他
11.9%

無回答
2.9%

24時間
4.9%

専任のみ
15.2%

兼任のみ
72.1%

無回答
4.5%

専任、兼任とも
配置
8.2%

2.0%

11.2%

63.3%

16.3%

29.1%

32.1%

無回答

その他

事務職員

その他医療関係有資格者

看護職

医師

1.6%

7.8%

1.6%

2.9%

2.5%

2.0%

13.1%

14.3%

11.9%

48.0%

77.0%

無回答

その他

インドネシア語

タガログ語

ベトナム語

ロシア語

スペイン語

ポルトガル語

韓国・朝鮮語

中国語

英語
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訪日外国人旅行者の医療に関する実態調査（2019 年 3 月 観光庁）調べ

外国人旅行者の医療に関しての調査

（旅行業者に対して）これまでに「外国人旅行者」が

旅行中に怪我や病気になったことがあるか

（「ある」と答えた旅行業者に対して）これまでに、旅行中に怪我や病気になり、

医療機関に行くことが必要になった「外国人旅行者」はいるか

「外国人旅行者」が病気や怪我になった際の対応について、旅行業者・宿泊施設が課題と感じている点

旅行業者 宿泊施設

52%

48%

ある

ない

96%

4%

いる

いない

4%

15%

16%

18%

20%

22%

22%

30%

42%

47%

48%

その他

旅行会社のスタッフが医療機関の予約や事前連絡などに
関わって間に入ると、トラブルに巻込まれる

医療機関を紹介すると、紹介元として
責任を問われる心配がある

特になし

外国人旅行者への緊急対応マニュアルが
整備されておらず、

どのように対処してよいかわからない

外国人特有の感染症などに対して
どう対処するか、の情報がない

外国人だと分かると医療機関が
受け入れないことがある

病気・怪我になった外国人旅行者に対応することで、
ツアーの旅程に変更が生じてしまう／

他のツアー利用者に迷惑が生じる可能性がある

外国人から「自分の医療保険契約で使いやすい
医療機関はどこか？」と聞かれても分からない

会話対応、通訳が十分できない

外国人対応が出来る医療機関が分からない

3%

9%

12%

12%

18%

30%

38%

46%

51%

73%

その他

特になし

宿泊施設のスタッフが医療機関の予約や
事前連絡などに

関わって間に入ると、トラブルに巻込まれる

医療機関を紹介すると、紹介元として
責任を問われる心配がある

外国人だと分かると医療機関が
受け入れないことがある

外国人旅行者への緊急対応マニュアルが
整備されておらず、

どのように対処してよいかわからない

外国人特有の感染症などに対して
どう対処するか、の情報がない

外国人対応が出来る
医療機関が分からない

外国人から「自分の医療保険契約で
使いやすい医療機関はどこか？」

と聞かれても分からない

会話対応、
通訳が十分できない
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医療通訳者は、医療関連行為の場面において、言葉の違う患者と医療関連従事者の間にはいって、文化的・社会的背景の違いも踏ま

えたうえで、患者が医療関連従事者の話を理解し、適切な医療サービスを受けられるようにサポートする存在です。

医療通訳の役割

医療通訳に求められる内容は、通訳の技能と医療関連の語彙知識です。　この二つは分けて表す必要があります。　通訳技能は「語

学力」・「背景知識」・「通訳スキル」です。　「語学力」は当然のことながら当該言語の能力（単語量・語彙量・読む・書く・聴く・話

す）です。　通訳は豊富な単語量・語彙量・聴く力・話す力が求められます。　「背景知識」は通訳をする状況の背景（業界・文化・

常識など）の知識です。　特に医療の現場では宗教的・社会的など異なる背景が通訳内容に影響するケースがあります。　「通訳スキ

ル」は理解力・記憶力・伝達力で、この 3つ全てを鍛えることで通訳スキル（技術）が高まります。　通訳技能はこれら「語学力」「背

景知識」「通訳スキル」の 3要素を磨くことで向上します。

医療関連の語彙知識は、一般の通訳の語彙にプラスして、高度な医療用語・単語を用いて行う医療通訳の現場で必要な知識です。　

日常生活ではなじみのない語類で、医療関連の語彙知識を広く持ち、高い通訳の技能と合わさって高度な医療通訳を提供できるのです。

医療通訳者に求められること

訪日外国人や公的在留資格で在住する外国人とその家族が急増している現状に対して、医療通訳のインフラ整備は決して整っている

とは言い難い状況です。　国内で統一された医療通訳養成課程や国家資格は存在せず、ほぼ非営利団体の活動に頼っているため、医

療通訳が必要になった状況に対して適切に提供されていません。　また、非営利団体からのボランティア通訳者のため、その医療通

訳者の役務提供に対して適切な報酬が支払われないので、人材育成・確保の面でも大きな課題があります。　大手総合病院内では、

英語が話せるドクターが一定数存在しますが、外国人患者の多国籍化に伴った多様な言語の通訳に関しては、いまだ対応しきれてい

ない状況です。

医療通訳の現状

医療通訳について
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医療通訳用語抜粋

医者   doctor

血液科   hematology

スポーツ医学  sports medicine

整形外科  orthopedics surgery

アレルギー  allergy

精神科   psychiatry

一般科   general practice

産科   obstetrics

内科   internal medicine

一般外科  general surgery

耳鼻咽喉科  otorhinolaryngology

泌尿器科  urology

小児科   pediatrics

皮膚科   dermatology

神経科   neurology

美容整形  cosmetic surgery

婦人科   gynecology

眼科   ophthalmology

心臓科   cardiology

放射線科  radiology

形成外科  plastic surgery

外科   surgery

心臓外科  cardiac surgery

医療費   medical expenses

   doctor's bill

自己負担金  one’s own expense

予防接種　　　　　immunization

健康診断  physicalexaminatin

体質   constitution

治療   treatment

病歴   clinicalhistory

副作用   side effect

検査   examination

症状   symptom

手術   operation

血液型   blood type

急性   acute

予防の   preventive

血圧   blood pressure

慢性   chronic

脈拍数   pulse rate

診断   diagnosis

入院   hospitalization

呼吸数   respiratory rate

消毒   sterilization

退院   leaving hospital

かすり傷  scratch

打撲   bruise

捻挫   sprain

骨折   fracture

筋肉痛   muscle soreness

ズキズキする  throbbing

ひりひりする  stinging

ちくちくする  prickling

～がいたい  pain in ～ / ～ ache / aching ～

熱がある  have fever

激痛   severe pain

鈍痛   dull pain

発汗   sweats

圧痛   tenderness

～がはれている swollen ～

急激な痛み  acute pain

～に不快感がある discomfortin ～

ふるえる  shiver

強い痛み  sharp pain

疲労感   tiredness

しびれ   numbness

血尿   bloody urine

呼吸困難  difficulty in breathing

けいれん  convulsion

血便   stool

言語障害  impediment in speech

めまい   dizziness

下血   hemafecia

食欲不振  loss of appetite

不眠症   insomnia

便秘   constipation

立ちくらみ  light headedness

けが   injury

不整脈   irregular pulse

炎症した  inflamed
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